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裏面紹介  

◇  義務教育費国庫負担制度拡充を求める
意見書」採択 

◇ 兵高教 今後の主な日程  他 
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開
会
宣
言
、
議
長
・
議
運
の
選
出
に
続
い
て
、
主
催
者
を

代
表
し
て
西
村
恭
介
執
行
委
員
長
が
来
賓
へ
の
謝
辞
の
後
、

国
内
外
が
極
め
て
不
安
定
な
状
況
に
あ
る
中
、
外
交
努
力
と

対
話
を
疎
か
に
し
、
私
た
ち
の
求
め
る
教
育
・
福
祉
の
充
実

を
置
き
去
り
に
し
て
国
民
負
担
増
を
前
提
と
し
た
軍
備
増

強
を
優
先
す
る
岸
田
政
権
の
政
策
を
批
判
し
、
子
ど
も
た
ち

の
未
来
の
た
め
に
も
声
を
上
げ
、
行
動
し
て
い
く
こ
と
の
重

要
性
を
訴
え
ま
し
た
。
続
い
て
、
文
科
省
や
県
教
委
の
勤
務

実
態
調
査
結
果
を
ふ
ま
え
、
あ
ら
た
め
て
教
員
の
働
き
方
改

革
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
、
新
自
由
主
義
的
価
値
観
が

拡
が
る
中
で
、
子
ど
も
た
ち
が
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
、
こ
れ
ら
山
積
す
る
課
題
に
向
き
合

う
た
め
に
も
政
策
制
度
要
求
実
現
の
と
り
く
み
が
非
常
に

重
要
で
あ
る
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
最
後
に
、
昨
年
度
の
組

織
拡
大
・
強
化
の
と
り
く
み
を
総
括
し
た
上
で
、
兵
高
教
運

動
を
さ
ら
に
進
め
て
い
こ
う
、
と
あ
い
さ
つ

を
述
べ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
ご
臨
席
い
た
だ
い
た
来
賓
の

方
々
の
紹
介
に
続
い
て
、
兵
政
連
会
長
・
み

ず
お
か
俊
一
参
議
院
議
員
、
日
本
教
職
員
組

合
・
山
木
正
博
書
記
長
、
兵
庫
県
教
職
員
組

合
・
小
林
健
中
央
執
行
副
委
員
長
、
部
落
解

放
同
盟
兵
庫
県
連
合
会
・
坂
本
三
郎
委
員

長
、
兵
政
連
・
小
西
ひ
ろ
の
り
県
議
会
議
員

か
ら
連
帯
の
ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

午
前
中
は
、
２
０
２
２
年
度
諸
会
計
の
報

告
お
よ
び
会
計
監
査
報
告
、
２
０
２
３
年
度

選
挙
管
理
委
員
等
の
報
告
、
承
認
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

午
後
は
、
岩
井
書
記
長
よ
り
第
１
号
議
案

｢

２
０
２
２
年
度
と
り
く
み
の
経
過
と
２
０

２
３
年
度
運
動
方
針(

案)｣

が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。
代
議
員
か
ら
は
、
「
県
立
高
等
学
校

教
育
改
革
第
三
次
実
施
計
画
で
は
、『
通
信

制
高
校
の
再
編
に
つ
い
て
２
０
２
５
年
度
に
公
表
、
２
０
３
０

年
度
通
信
制
の
再
編
を
実
施
』
と
な
っ
て
い
る
が
、
す
で
に
憶

測
が
飛
び
交
い
、
職
員
に
不
安
感
が
広
が
っ
て
い
る
。
正
確
な

情
報
が
欲
し
い
」「
事
務
職
員
や
学
校
現
業
職
員
等
の
超
過
勤

務
の
実
態
に
つ
い
て
、
改
善
さ
れ
て
い
る
の
か
」「
給
特
法
を

め
ぐ
る
中
央
情
勢
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
」「
育
児
短
時

間
勤
務
を
し
て
い
る
が
、
バ
ス
の
便
が
悪
く
実
際
の
勤
務
時
間

よ
り
か
な
り
早
く
出
勤
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
昼
休
み
に
清
掃
指

導
を
行
っ
た
り
し
て
お
り
、
休
憩
時
間
が
と
れ
て
い
な
い
」「
校

舎
が
老
朽
化
し
、
あ
ち
こ
ち
の
修
繕
依
頼
が
校
務
員
室
に
寄
せ

ら
れ
る
が
、
対
応
に
必
要
な
資
材
や
用
具
を
購
入
し
て
も
ら
え

な
い
」「
外
国
籍
教
員
の
教
諭
化
が
運
動
方
針
の
中
に
挙
げ
ら

れ
て
い
る
が
、
現
状
は
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
の
か
。
学
校

の
中
核
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
る
有
能
で
人
望
も
あ
る

教
員
で
も
、
外
国
籍
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
部
長
・
主
任
に
な

ご臨席をいただいた来賓のみなさま 

（順不同、敬称略） 

日本教職員組合 書記長         山木 正博 

兵庫県教職員組合 中央執行副委員長   小林  健 

全水道神戸市水道労働組合 書記長     宮本 和浩 

神戸市教職員組合 執行委員長      柴田健太郎 

自治労兵庫県本部 執行委員長     山下 忠之 

兵庫県学校厚生会職員労働組合 執行委員長 沖汐 紀彦 

部落解放同盟兵庫県連合会 委員長     坂本 三郎 

兵政連会長・参議院議員        水岡 俊一 

兵庫県議会議員（西宮市）       小西 宏典 

兵庫県議会議員（垂水区）        黒田 一美 

神戸市会議員（東灘区）         矢野 浩慈 

神戸市会議員（中央区）         横畑 和幸 

神戸市会議員（須磨区）         木戸 貞一 

宝塚市議会議員                       北野 聡子 

西宮市議会議員            奥野 尚美 

芦屋市議会議員            中村 亮介 

明石市議会議員             竹内きよ子 

三木市議会議員             古田 寛明 

６
月

24
日(

土)

、
神
戸
市
教
育
会
館
に
お
い
て
兵
高
教
第

37
回
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
４
年
ぶ
り
に
完

全
対
面
で
通
常
開
催
と
し
、
日
教
組
、
兵
教
協
、
そ
の
他
各
労
働
組
合
、
共
闘
諸
団
体
の
ご
代
表
の
方
が
た
、
各
級
議

員
の
方
が
た
に
来
賓
と
し
て
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
兵
高
教
の
今
年
度
の
運
動
方
針
と
、
当
面
す
る
具
体
的
な
と
り
く
み

を
決
定
し
ま
し
た
。 

 

れ
な
か
っ
た
り
管
理
職
登
用
の
道
が
閉
ざ
さ
れ
て
い
た

り
す
る
こ
と
は
、差
別
で
あ
る
と
と
も
に
有
為
な
人
財
を

活
か
せ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
」等
の
問
題
提

起
や
質
問
・
意
見
が
出
さ
れ
、
執
行
部
の
見
解
を
示
す
と

と
も
に
、
現
在
の
と
り
く
み
状
況
を
説
明
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
諸
会
計
議
案
が
提
案
さ
れ
、
す
べ
て
の
議
案

が
満
場
一
致
で
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

兵
高
教
で
は
２
０
１
８
年
に
「
女
性
参
画
推
進
計
画
」

を
策
定
し
、女
性
や
青
年
層
の
組
合
員
の
機
関
会
議
等
へ

の
積
極
的
参
加
を
進
め
て
い
ま
す
。今
回
の
登
録
代
議
員

の
女
性
参
画
率
は
50
％
で
し
た
。
今
後
も
女
性
参
画
の

推
進
お
よ
び
兵
高
教
運
動
の
次
世
代
へ
の
継
承
に
つ
い

て
、
支
部
・
分
会
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

な
お
、
大
会
ご
参
加
の
み
な
さ
ん
に
は
第
26
代
高
校

生
平
和
大
使
の
松
尾
美
雨
さ
ん
の
呼
び
か
け
で
、「
核
廃

絶
と
平
和
な
世
界
の
実
現
を
求
め
る
１
万
人
署
名
」
と
、

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
派
遣
カ
ン
パ
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

カ
ン
パ
額
は
２
９
，
８
９
０
円
と
な
り
ま
し
た
。
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

みずおか俊一参議院議員   日教組山木書記長     主催者あいさつ 
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兵高教は、子どもたちの学びと教職員の生活に関わる情報を、迅速かつ正確にお届けします。 

第１回全県分会代表者会議・学習会開催 
  
と き：7 月２２日（土）13:30～16:30 
 
ところ：神戸市教育会館 403 号室 
 
内 容：第１部 中央情勢、組織拡大のとりくみについて 他 

      第２部 働き方改革・教職員の勤務労働条件に係る 

学習会 
 

※組合員の方はどなたでもご参加いただけます。 

学習会も行います。 

多くのみなさまの積極的参加をお待ちしています。 

兵庫県議会「義務教育費国庫負担制度拡充を求める意見書」採択 
６月 19日（月)、兵庫県議会第 363回定例会において、「豊かな学びと育ちのための少人数学級実現と教職員の働き方改革実現のた

めの義務教育費国庫負担制度拡充を求める意見書」が採択されました。兵庫県議会で意見書が採択されるためには、全会(全会派)一

致が必要であり、教育現場の声が意見書として採択されたことは画期的です。先の統一自治体選挙で初当選を果たした兵政連・小西

ひろのり議員の活躍の結果です。 

採択された意見書は、下記のとおりです。 

豊かな学びと育ちのための少人数学級実現と教職員の働き方改革実現のための義務教育費国庫負担制度拡充を求める意見書 
 

 新型コロナウイルス感染症の位置付けが２類相当から５類へと移行されたものの、依然としていじめや不登校の子どもたちの増加、貧困

やヤングケアラー等による不安定で複雑な家庭環境など、子どもたちを取り巻く問題は多様化・細分化している。一人ひとりに対し、より

きめ細やかな指導・支援が必要となっているところである。 
 

 2021 年の公立義務教育諸学校の学級編制及び教職員定数の標準に関する法律の改正により、小学校の学級編制標準は段階的に 35 人に引

き下げられているが、今後は小学校に留まることなく、中学校での実施も必要であり、加えてきめ細やかな教育活動を進めるためには、更

なる学級編制標準の引下げ、少人数学級の実現が求められる。 
 

 兵庫県内の小学校・中学校では、年度当初から教員配置基準に満たない教員未配置が発生し、それに加え、育児休業、病気休職者などの

代替措置が未充足であるなど、慢性的な教員不足により、子どもたち一人ひとりに丁寧に寄り添い、教材研究や授業準備の時間を十分に確

保することが困難な状況となっている。子どもたちの豊かな学びと育ちを実現するためには、教職員の働き方改革実現が不可欠である。 
 

 一方、厳しい財政状況の中、独自財源により人的措置等を行っている自治体もあるが、自治体間の教育格差が生じることは大きな問題で

ある。現在、義務教育費国庫負担制度については、国庫負担率が３分の１となっているが、国の施策として定数改善に向けた財源保障をし、

子どもたちが全国のどこに住んでいても、豊かな学びと育ちを保障するための条件整備は不可欠である。 
 

 よって、国におかれては、上記の状況を踏まえ、下記事項に取り組まれるよう強く要望する。 
 

記 
 

１ 中学校での 35人学級編制を実現すること。 
 

２ 学校の働き方改革・長時間労働の是正を実現するため、加配教員や少数職種の増員などを推進すること。 
 

３ 教育の機会均等と水準の維持向上を図るため、地方財政対策を維持した上で、義務教育費国庫負担制度の負担割合を引き上げること。 
 

 以上、地方自治法第 99条の規定に基づき、意見書を提出する。 
 

令和５年６月 19日 
 

衆議院議長  

参議院議長 

内閣総理大臣 

内閣官房長官  様 

総務大臣 

財務大臣 

文部科学大臣 

兵庫県議会議長  内藤 兵衛 

兵高教 今後の主な日程 

◆第１回全県分会代表者会議・学習会（左参照） 

◆近ブロカリキュラム編成講座 

 とき 8月4日（金）～5日（土） 

 ところ アウィーナ大阪 

◆第6回臨採者学習会‐採用試験対策講座‐ 

 とき ８月６日（日）13:30～16:30 

 ところ 神戸市教育会館402号室 

 内容 二次試験対策（個人面接・模擬授業の練習） 

 


